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用用途途・・応応用用分分野野

本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

技技術術のの概概要要

アアルルココーールルをを用用いいたた環環境境調調和和型型合合成成反反応応

<本反応の特徴>
・安価かつ容易に入手でき
るアルコールを用いること
ができる

・反応を中性に近い条件下
で行うことができる

・多くの遷移金属、ルイス酸
触媒と異なり、水、空気に
安定であるため、容易に反
応を行うことが可能である

・様々な炭素－炭素、炭素
－ヘテロ元素結合の形成
が可能である

アルコールを炭素源とした、様々な炭素－炭素、炭素－ヘテロ元素結合の形

成が可能である。

レニウム錯体を触媒に用いることで、安価かつ容易に入手できるアルコールを

炭素源とした炭素－炭素、炭素－ヘテロ元素結合形成が可能となった。汎用の

用いられる炭素－炭素、炭素－ヘテロ元素結合の形成法では、ハロゲン化物な

どを広く用いるために、ハロゲン塩などの除去が問題となる。それに対し、アル

コールを用いた方法では、副生成物が水のみであり、環境調和型反応である。
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